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1925（大正14）年7月25日、熊本・飽田・植木の

3行合併により発足した肥後協同銀行の本店は

旧熊本銀行本店（熊本市紺屋町1丁目26番地）

に置かれた。業務の拡大とともに手狭になった

ことから、1944( 昭和19) 年11月、熊本市勧業

館（同市花畑町77番地）の後に移転した。同館

は熊本市が運営していたが、戦時下でその機能

を停止していたことから、借り受けることにした。

旧熊本銀行本店からスタート

戦後の業務の進展に伴って、勧業館も手狭にな

り、当行は本店社屋の新築を決意する。勧業館

からわずか100m ほど離れた熊本税務監督

局跡（熊本市練兵町1番地）を買収。1950（昭和

25）年3月起工、翌1951年5月に竣工した。新

社屋（のちの本店営業部）は、鉄筋コンクリート

一部鉄骨造りの地上3階・一部地階付だった。

戦後熊本県で建てられた本格的な鉄筋コンク

リート造り建築の第1号で、白亜・ルネッサンス

様式のたたずまいは当行発展のシンボルとして、

全行員の喜びはひとしおであった。

ルネッサンス様式、
白亜の本店を新築

1965（昭和40）年9月、業務拡大に伴い、別館の新築工事

に着手し、翌年10月に竣工した。別館（のちの本館）は地上

5階・地下1階建てで、電子計算機などの導入を想定し、

1㎡あたり450kgの重量に耐えられるように設計されていた。

その後、事務の集中化、電算化を図るなかで、さらに高

性能の電算機を導入することになり、1971年10月、本店

敷地内で事務センターの建設に着手。翌年7月に竣工した。

ここに本格的なコンピューターバンキングシステムの第一

歩を記すことになる。事務センター（のちの別館）は地上8

階・地下1階建て。

本店別館と事務センターを新築
当行の前身である肥後協同銀行の本店は、郷土銀行にふさわしい旧熊本銀行本店に置かれた。その後、業務

の拡大に伴い新築した本店は、白亜・ルネッサンス様式のたたずまいを経て、現本店ビルの基本コンセプト

「街にひらかれ、街につながるデザイン」に表されているように、地域の方々に親しまれる建築を模索してきた。

本店の歴史

2011（平成23）年6月、本店建替えの概要を発表した。本店敷地内に本店営業部、本部、別館の3棟があり、

それぞれ老朽化して耐震性などが懸念されるとともに、オフィスとしての機能や利用者の利便性にも欠ける面

があったことから計画を進めていた。基本計画のテーマは、「自然との共生 環境との調和」。建築可能な容積

の4割を街にひらかれた空間に提供した。2013年1月起工、2015年2月竣工し、5月7日から業務を開始した。

新本店ビル 「自然との共生 環境との調和」
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